
２年ぶりの長い夏休みが終わり、今日から２学期が始まります。皆さんにとってどんな夏休みで

したか？

夏休みに入る前に「命を守る」と題した校長だよりを２回出しました。

一つは自然災害です。先週は雨が降り続き、全国的に土砂崩れや河川の氾濫等のニュースを目に

しましました。幸い、有田川の水位はそれほど高くなりませんでしたが、有田市も場所によっては

土砂災害の危険と背中合わせでした。多くの雨が降っているので、目には見えないけれど地面の中

に沢山の水分が含まれ、通常の状態に戻るのに日数がかかります。しばらくの間少しの雨でも注意

が必要です。

もう一つは新型コロナウィルス感染症です。残念ながら、未だに感染は収束の兆しがなく、新た

な変異株の出現などもあり、緊張と対策を強いられる毎日です。感染症対策は、「マスク着用、黙食、

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ、換気、手洗い、消毒」など今まで通りです。ただ、確実に・徹底して行いましょう。

また、規則正しい生活を心がけ、免疫力を高めましょう。このことが自分自身や周りの人の命を守

ることにつながります。

２学期は自然教室を皮切りに、延期になっている修学旅行、体育大会、保田祭など、行事の多い

学期です。行事で味わえる楽しさはもちろんのこと、行事を通して学ぶことも沢山あります。何も

かも元通りとは行かなくても、現状の中で最大限、できること、できる方法を探して、有意義な２

学期にしていきたいと思っています。生徒の皆さんも知恵を絞ってください。保護者・地域の皆様、

ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

４月より、特別支援学級・１年理科担当の赤井聖子教諭が病気休暇のため、ご心配、ご迷惑をお

かけしておりましたが、本日から補充教員として奥村浩太先生が赴任いたします。

これに伴い、１年生理科担当が亀井先生から奥村先生に交代いたします。引き続き、１年生数学

は江川先生、特別支援学級担任は亀井先生です。

年度途中の変更でご迷惑をおかけいたしますが、新たな先生を迎え、職員一丸となって「楽しく

安心して学べる学校」「行きたくなる学校」を目指して参ります。
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